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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第41期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第42期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第41期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 1,361,7731,454,7726,093,693

経常利益（千円） 48,816 16,186 322,715

四半期（当期）純利益（千円） 33,934 10,263 266,658

純資産額（千円） 4,158,0944,319,1144,406,715

総資産額（千円） 8,097,5337,991,8208,246,775

１株当たり純資産額（円） 238.66 248.02 253.16

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 1.98 0.60 15.55

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 50.6 53.2 52.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
264,369 328,519 629,435

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
20,195△109,184△226,416

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△299,752△299,269△452,395

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 1,954,6511,799,6511,895,348

従業員数（人） 333 333 334

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　　２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　　　　３　売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

（1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 333     

（注）　従業員数は、当社グループ（当社及び連結子会社）から当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から

当社グループへの出向者を含む就業人員であります。

（2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 242     

（注）　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

（試薬事業）

分類

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

(千円)

前年同四半期比
(％)　

基礎研究用試薬 176,481 －

自己免疫疾患検査試薬 605,194 －

血漿蛋白定量検査試薬 101 －

ウイルス・感染症検査試薬 39,307 －

血液学的検査試薬 13,063 －

腫瘍マーカー 79,732 －

細胞診解析関連 5,150 －

製造受託 47,592 －

その他 5,952 －

合計 972,576 －

　（注）１　金額は販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2) 商品仕入実績

（試薬事業）

分類

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

(千円)

前年同四半期比
(％)

基礎研究用試薬 123,450 －

その他 101,401 －

合計 224,851 －

　（注）１　金額は仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3) 受注状況

　見込み生産を行っているため、該当事項はありません。
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(4) 販売実績

セグメント

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

(千円)

前年同四半期比
(％)

試薬事業         

(製品)         

基礎研究用試薬 88,724 －

自己免疫疾患検査試薬 613,775 －

血漿蛋白定量検査試薬 173 －

ウイルス・感染症検査試薬 46,991 －

血液学的検査試薬 22,849 －

腫瘍マーカー 88,539 －

細胞診解析関連 2,897 －

製造受託 45,921 －

その他 11,224 －

(商品)         

基礎研究用試薬 255,774 －

自己免疫疾患検査試薬 125,602 －

血漿蛋白定量検査試薬 30,414 －

ウイルス・感染症検査試薬 5,408 －

血液学的検査試薬 919 －

腫瘍マーカー 15,970 －

細胞診解析関連 27,903 －

その他 3,870 －

(その他) 65,257 －

小計 1,452,220 －

その他         

バイオ関連企業への投資事業 2,552 －

合計 1,454,772 －

　（注）１　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

東邦薬品株式会社 339,293 24.9 346,770 23.8

アルフレッサ株式会社 － － 165,115 11.3

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、新たに締結した重要な契約は次のとおりであります。

契約会社名 相手方の名称 国名 契約締結日 契約内容 契約期間

株式会社

医学生物学研究所

（当社)　

三菱化学メディ

エンス株式会社
日本

平成22年

5月31日　

三菱化学メディエンス社の全自

動臨床検査システム「STACIA」

用化学発光診断薬の開発と販売

における共同事業化

当該装置を販売して

いる期間

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第１四半期（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）のわが国経済は、企業業績の一部に回復の兆しが見ら

れつつあるも、個人消費が低迷し、デフレ状態が継続するなど本格的な景気回復には至らず、引き続き先行き不透明な

状況が続いております。

こうしたなか、当第１四半期連結会計期間の売上高は14億54百万円（前年同四半期比106.8％）、営業利益69百万円

（前年同四半期は4百万円）、経常利益16百万円（前年同四半期比33.2％）、四半期純利益10百万円（前年同四半期比

30.2％）となりました。 

　

セグメントの業績は次のとおりであります。  

（試薬事業） 

臨床検査薬分野では、主力の自己免疫疾患検査試薬の販売が堅調であったこと、腫瘍マーカーの中核製品である抗

p53抗体検査試薬の需要が引き続き拡大したことなどから、業績は概ね予想通りに推移いたしました。

基礎研究用試薬分野では、全体の売上高はほぼ前年並みでありましたが、注力分野であるテトラマー試薬販売は引

き続き伸長しており、グループ企業の技術を結集した総合受託サービスも少しずつ実績をあげてきております。

細胞診関連分野の売上は、昨年4月に発売した自社製の液状細胞診標本作製システム「TACAS」の販売活動が徐々に

実を結んできていることに加え、子宮頸部細胞採取ブラシの需要が引き続き旺盛で、堅調に推移いたしました。

以上の結果、試薬事業の当第１四半期連結会計期間の売上高は14億52百万円、営業利益は73百万円となりました。

（その他事業）

その他事業においては、投資事業における手数料収入の減少により、当第１四半期連結会計期間の売上高は2百万

円、営業損失は4百万円となりました。 

　

（2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、79億91百万円となり、前連結会計年度末に比べ2億54百万円減少いたし

ました。流動資産合計は、51億3百万円となり、2億61百万円減少いたしました。これは主に、受取手形及び売掛金の減少

2億10百万円によるものであります。

固定資産合計は、28億87百万円となり、6百万円増加いたしました。これは主に、長期前払費用の増加37百万円による

ものであります。

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、36億72百万円となり、前連結会計年度末に比べ1億67百万円減少いたし

ました。これは主に、短期借入金及び長期借入金の減少によるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、43億19百万円となり、前連結会計年度末に比べ87百万円減少いたし

ました。これは配当金の支払等によるものであります。

これらの結果、自己資本比率は53.2％となりました。
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（3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、17億99百万円とな

り、前連結会計年度末と比較し95百万円減少いたしました。

　

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果得られた資金は、3億28百万円（前年同四半期比64百万円の増加）となりました。

これは主に、売上債権の減少2億18百万円があったためであります。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果使用した資金は、1億9百万円（前年同四半期は20百万円の獲得）となりました。

これは主に、投資その他の資産の増加77百万円があったためであります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動の結果使用した資金は、2億99百万円（前年同四半期比0百万円の減少）となりました。

これは主に、長期借入金の返済による支出2億37百万円があったためであります。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2億93百万円であります。

なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
（1）主要な設備の状況

   当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

（2）設備の新設、除却等の計画

　 当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却について、重要な変更

はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 17,355,000 17,355,000
大阪証券取引所　

（ＪＡＳＤＡＱ市場）

単元株式数

1,000株

計 17,355,000 17,355,000 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

会社法第236条、第238条及び第239条の規定に基づき発行した新株予約権は以下のとおりであります。

①　第２回新株予約権（取締役及び従業員に対するもの）

 
第１四半期会計期間末現在
（平成22年６月30日）

新株予約権の数（個） 155（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 155,000 

新株予約権の行使時の払込金額（円） 636（注）２

新株予約権の行使期間 平成20年７月１日～平成23年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　636

資本組入額　414

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権者は新株予約権を他に譲渡することはできな

い。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４ 

　（注）１　新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株とする。

当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整するものとする。ただ

し、かかる調整は本件新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的たる株式の数につ

いて行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てる。

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

また、当社が合併、会社分割、株式交換または株式移転（以下総称して「合併等」という。）を行う場合、株式

の無償割当を行う場合、その他株式数の調整を必要とする場合には、合併等、株式の無償割当の条件等を勘案

のうえ、合理的な範囲内で株式数を調整することができる。
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２　新株予約権の行使に際してする出資の目的は金銭とし、その価額は、新株予約権の行使に際して払込をすべき

１株当たりの金額（以下「行使価額」という。）に各新株予約権の目的である株式の数を乗じた価額とす

る。

なお、当社が当社普通株式につき株式分割または株式併合を行う場合、上記の行使価額は、株式分割または株

式併合の比率に応じ、次の算式により調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率

また、当社が時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株式の発行または自己株式の処分を行う場合、上記

の行使価額は、次の算式により調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

    
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込価額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
時価

既発行株式数＋新規発行株式数

上記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済普通株式総数から当社が保有する普通株式に係る自

己株式数を控除した数とし、また、自己株式の処分を行う場合には「新規発行株式数」を「処分する自己株

式数」に読み替える。

さらに、当社が合併等を行う場合、株式の無償割当を行う場合、その他上記の行使価額の調整を必要とする場

合には、合併等の条件、株式の無償割当の条件等を勘案のうえ、合理的な範囲内で行使価額を調整することが

できる。

３　①　新株予約権者は、権利行使時において、当社の取締役もしくは従業員の地位にあることを要す。ただし、当

社取締役会が正当な理由があると認めた場合はこの限りでない。

②　新株予約権の相続はこれを認めない。

③　その他権利行使の条件は、平成18年6月27日開催の当社第37回定時株主総会決議および取締役会決議に基

づき、当社と新株予約権者との間で締結した「新株予約権割当契約書」に定めるところによる。

４　当社が組織再編に際して定める契約書または計画書等に各号に定める株式会社の新株予約権を交付する旨を

定めた場合には、当該組織再編の比率に応じて、各号に定める株式会社の新株予約権を交付するものとする。

①　合併（当社が消滅する場合に限る。）

合併後存続する株式会社または合併により設立する株式会社

②　吸収分割

吸収分割をする株式会社がその事業に関して有する権利義務の全部または一部を承継する株式会社

③　新設分割

新設分割により設立する株式会社

④　株式交換

株式交換をする株式会社の発行済株式の全部を取得する株式会社

⑤　株式移転

株式移転により設立する株式会社
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②　第３回新株予約権（取締役に対するもの）

 
第１四半期会計期間末現在
（平成22年６月30日）

新株予約権の数（個） 376（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 376,000 

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1,000（注）２

新株予約権の行使期間 平成18年７月29日～平成23年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　1,000

資本組入額　　519

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会の

決議による承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４ 

　（注）１　新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株とする。

当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整するものとする。ただ

し、かかる調整は本件新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的たる株式の数につ

いて行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てる。

　調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

また、当社が合併、会社分割、株式交換または株式移転（以下総称して「合併等」という。）を行う場合、株式

の無償割当を行う場合、その他株式数の調整を必要とする場合には、合併等、株式の無償割当の条件等を勘案

のうえ、合理的な範囲内で株式数を調整することができる。

２　新株予約権の行使に際してする出資の目的は金銭とし、その価額は、新株予約権の行使に際して払込をすべき

１株当たりの金額（以下「行使価額」という。）に各新株予約権の目的である株式の数を乗じた価額とす

る。

なお、当社が当社普通株式につき株式分割または株式併合を行う場合、上記の行使価額は、株式分割または株

式併合の比率に応じ、次の算式により調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率

また、当社が時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株式の発行または自己株式の処分を行う場合、上記

の行使価額は、次の算式により調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

    
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込価額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
時価

既発行株式数＋新規発行株式数

上記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済普通株式総数から当社が保有する普通株式に係る自

己株式数を控除した数とし、また、自己株式の処分を行う場合には「新規発行株式数」を「処分する自己株

式数」に読み替える。

さらに、当社が合併等を行う場合、株式の無償割当を行う場合、その他上記の行使価額の調整を必要とする場

合には、合併等の条件、株式の無償割当の条件等を勘案のうえ、合理的な範囲内で行使価額を調整することが

できる。
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３　①　新株予約権者は、権利行使時において、当社の取締役の地位にあることを要す。ただし、当社の取締役　　　　　

　　会が正当な理由があると認めた場合はこの限りではない。　

②　新株予約権の相続は、新株予約権者が死亡した場合、その相続人のうち、その配偶者、子、１親等の直系尊

属に限り新株予約権を行使することができる。ただし、相続人は、新株予約権者が死亡退任した日の翌日

から３ケ月を経過する日までの間に限り、新株予約権を行使できる。

③　その他権利行使の条件は、平成18年6月27日開催の当社第37回定時株主総会決議および取締役会決議に基

づき、当社と新株予約権者との間で締結した「新株予約権割当契約書」に定めるところによる。

４　当社が組織再編に際して定める契約書または計画書等に各号に定める株式会社の新株予約権を交付する旨を

定めた場合には、当該組織再編の比率に応じて、各号に定める株式会社の新株予約権を交付するものとする。

①　合併（当社が消滅する場合に限る。）

合併後存続する株式会社または合併により設立する株式会社

②　吸収分割

吸収分割をする株式会社がその事業に関して有する権利義務の全部または一部を承継する株式会社

③　新設分割

新設分割により設立する株式会社

④　株式交換

株式交換をする株式会社の発行済株式の全部を取得する株式会社

⑤　株式移転

株式移転により設立する株式会社

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日
― 17,355,000 ― 2,228,600 ― 1,952,637

　

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

 平成22年３月31日現在　

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　 　201,000
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　17,097,000 17,097 ―

単元未満株式 普通株式  　　57,000 ― ―

発行済株式総数 17,355,000 ― ―

総株主の議決権 ― 17,097 ―

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数1個が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成22年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社医学生物学研究所

名古屋市中区丸の内

三丁目５番10号
201,000 ― 201,000 1.15

計 ― 201,000 ― 201,000 1.15

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月

最高(円) 395 386 345

最低(円) 359 297 305

（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については監査法人朝見会計事務所による四半期レビューを受け、また、当第１四半期連結会計期間

（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年

６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については名古屋監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人朝見会計事務所は平成22年７月１日付をもって名称を名古屋

監査法人に変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,797,419 1,893,417

受取手形及び売掛金 1,572,097 1,782,165

有価証券 2,232 1,930

商品及び製品 772,974 759,274

仕掛品 545,994 513,125

原材料及び貯蔵品 324,773 300,791

その他 103,867 127,483

貸倒引当金 △15,422 △13,161

流動資産合計 5,103,936 5,365,028

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 620,544

※
 631,536

機械装置及び運搬具（純額） ※
 117,318

※
 126,773

土地 55,138 55,031

リース資産（純額） ※
 88,486

※
 90,784

その他（純額） ※
 210,095

※
 175,692

有形固定資産合計 1,091,583 1,079,819

無形固定資産

のれん 208,125 223,077

その他 227,835 233,824

無形固定資産合計 435,960 456,901

投資その他の資産

投資有価証券 258,805 284,469

長期貸付金 348,726 354,610

長期前払費用 361,277 323,589

その他 617,729 612,833

貸倒引当金 △226,198 △230,476

投資その他の資産合計 1,360,339 1,345,025

固定資産合計 2,887,883 2,881,746

資産合計 7,991,820 8,246,775
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 235,496 220,805

短期借入金 1,275,747 1,359,461

未払法人税等 6,264 24,338

その他 423,901 366,238

流動負債合計 1,941,410 1,970,844

固定負債

長期借入金 1,564,490 1,709,029

その他 166,805 160,186

固定負債合計 1,731,295 1,869,216

負債合計 3,672,705 3,840,060

純資産の部

株主資本

資本金 2,228,600 2,228,600

資本剰余金 1,952,637 1,952,637

利益剰余金 319,806 378,155

自己株式 △42,741 △42,311

株主資本合計 4,458,303 4,517,081

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △73,237 △58,171

繰延ヘッジ損益 △48,901 △34,642

為替換算調整勘定 △82,083 △81,720

評価・換算差額等合計 △204,222 △174,535

新株予約権 43,893 43,893

少数株主持分 21,140 20,275

純資産合計 4,319,114 4,406,715

負債純資産合計 7,991,820 8,246,775

EDINET提出書類

株式会社医学生物学研究所(E00978)

四半期報告書

16/28



（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 1,361,773 1,454,772

売上原価 447,093 497,516

売上総利益 914,680 957,255

販売費及び一般管理費 ※
 910,428

※
 887,461

営業利益 4,252 69,794

営業外収益

受取利息 3,104 2,225

為替差益 70,426 －

その他 1,767 2,083

営業外収益合計 75,298 4,309

営業外費用

支払利息 19,275 11,377

持分法による投資損失 9,409 24,623

為替差損 － 15,009

その他 2,047 6,906

営業外費用合計 30,733 57,916

経常利益 48,816 16,186

特別利益

貸倒引当金戻入額 9,419 2,017

国庫補助金 － 4,010

投資有価証券売却益 268 1,190

特別利益合計 9,687 7,218

特別損失

固定資産除却損 182 223

特別損失合計 182 223

税金等調整前四半期純利益 58,322 23,181

法人税、住民税及び事業税 24,582 12,116

法人税等合計 24,582 12,116

少数株主損益調整前四半期純利益 － 11,064

少数株主利益又は少数株主損失（△） △195 800

四半期純利益 33,934 10,263
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 58,322 23,181

減価償却費 63,025 77,470

のれん償却額 14,875 14,952

投資事業組合運用損益（△は益） 2,034 7,552

固定資産除却損 182 223

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9,419 △2,017

受取利息及び受取配当金 △3,206 △2,321

支払利息 19,275 11,377

為替差損益（△は益） △61,461 23,124

持分法による投資損益（△は益） 9,409 24,623

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △268 △1,190

売上債権の増減額（△は増加） 199,157 218,445

たな卸資産の増減額（△は増加） △27,186 △67,374

その他の流動資産の増減額（△は増加） △3,761 15,782

仕入債務の増減額（△は減少） △12,838 8,827

未払金の増減額（△は減少） 73,861 79,326

その他の流動負債の増減額（△は減少） △23,856 △63,889

その他 30 501

小計 298,176 368,595

利息及び配当金の受取額 1,648 1,363

利息の支払額 △17,506 △11,398

法人税等の支払額 △17,948 △30,041

営業活動によるキャッシュ・フロー 264,369 328,519

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △22,022 △32,040

有形固定資産の売却による収入 319 －

無形固定資産の取得による支出 △11,706 △7,841

投資有価証券の売却による収入 53,224 5,116

貸付金の回収による収入 1,958 3,399

投資その他の資産の増減額（△は増加） △1,576 △77,817

投資活動によるキャッシュ・フロー 20,195 △109,184
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △98,500 －

長期借入れによる収入 1,589 10,200

長期借入金の返済による支出 △210,282 △237,443

自己株式の取得による支出 － △429

配当金の支払額 △320 △68,849

リース債務の返済による支出 △428 △2,746

少数株主からの払込みによる収入 8,190 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △299,752 △299,269

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,741 △15,761

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △18,928 △95,696

現金及び現金同等物の期首残高 1,973,580 1,895,348

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,954,651

※
 1,799,651
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 （資産除去債務に関する会計基準の適用）

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用してお

ります。

　これに伴う損益に与える影響はありません。　

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第１

四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。　　

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

たな卸資産の評価方法 　当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省

略し、前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定

する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　当第１四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

　　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額 2,733,356千円 ※　有形固定資産の減価償却累計額 2,690,357千円

　 　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

　　のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

　　のとおりであります。

給与手当 232,144千円

研究開発費 309,702 

給与手当 233,843千円

研究開発費 293,324 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

 （千円）

　現金及び預金勘定　

　有価証券勘定

　預入期間３ヶ月超の定期預金

2,001,833

22,818　

△70,000

　現金及び現金同等物 1,954,651

 

 （千円）

　現金及び預金勘定　

　有価証券勘定

1,797,419

2,232　

　現金及び現金同等物 1,799,651
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平

成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　17,355千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　 203千株

 

３．新株予約権等に関する事項

　ストック・オプションとしての新株予約権

　　新株予約権の四半期連結会計期間末残高

　提出会社　　　　　　　   43,893千円

　（株）サイクレックス　　         －

  （株）抗体研究所　　　　　　     －

  G&Gサイエンス（株）　　　　      －

 

４．配当に関する事項

配当金支払額　

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月23日

定時株主総会
普通株式 68,612 4 平成22年３月31日 平成22年６月24日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自平成21年４月１日　至平成21年６月30日)

 

臨床検査薬及び
基礎研究用試薬
周辺事業
（千円）

投資関連事業
（千円）

計
（千円）

消去
又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1) 外部顧客に対する売上高 1,349,57412,1991,361,773 － 1,361,773

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
150 － 150 (150) －

計 1,349,72412,1991,361,923 (150) 1,361,773

営業利益 789 3,463 4,252 － 4,252

（注）１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分の主な製品

事業区分 主要役務又は製品

臨床検査薬及び基礎研究用試薬周辺

事業

基礎研究用試薬、自己免疫疾患検査試薬、その他臨床検査試薬及

び機器・器具、細胞診解析関連

投資関連事業 バイオ関連企業への投資事業

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。

 

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自平成21年４月１日　至平成21年６月30日)

 
日本
（千円）

北米
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1) 外部顧客に対する売上高 1,092,533259,14210,0971,361,773 － 1,361,773

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
67,973 9,048 15,494 92,517(92,517) －

計 1,160,507268,19125,5921,454,291(92,517)1,361,773

営業利益又は営業損失（△） △40,600 45,295 △443 4,252 － 4,252

（注）１　地域は、地理的近接度により区分しております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(1) 北米……アメリカ、カナダ

(2) その他…ヨーロッパ、アジア他

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。
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【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自平成21年４月１日　至平成21年６月30日)

 北米 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 161,618 131,363 292,982

Ⅱ　連結売上高（千円） － － 1,361,773

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
11.87 9.64 21.51

（注）１　地域は、地理的近接度により区分しております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(1) 北米……アメリカ、カナダ

(2) その他…ヨーロッパ、アジア他

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会等が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。 

当社グループは、製商品の区分別のセグメントから構成されており、「試薬事業」を報告セグメントとし

ております。

「試薬事業」は臨床検査薬及び基礎研究用試薬の仕入、製造及び販売並びに検査用機器及び器具他の仕

入、販売を行っております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第１四半期連結累計期間(自平成22年４月１日　至平成22年６月30日)

 
　

報告セグメント  その他
（千円）
（注）１　

合計

（千円）　

調整額
（千円）　

四半期連結損益
計算書計上額
（千円）　　

試薬事業
（千円）　

売上高      

(1) 外部顧客への売上高 1,452,220 2,552 1,454,772 － 1,454,772

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
150 － 150 △150 －

計 1,452,370 2,552 1,454,922 △150 1,454,772

セグメント利益又は損失（△） 73,929 △4,135 69,794 － 69,794

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、バイオ関連企業への投資事業であ

ります。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

（追加情報）

　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

（金融商品関係）

前連結会計年度末日に比べて著しい変動は認められません。
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（有価証券関係）

前連結会計年度末日に比べて著しい変動は認められません。

 

（デリバティブ取引関係）

前連結会計年度末日に比べて著しい変動は認められません。　

 

（ストック・オプション等関係）

四半期連結財務諸表への影響額に重要性がないため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 248.02円 １株当たり純資産額 253.16円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1.98円 １株当たり四半期純利益金額 0.60円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益（千円） 33,934 10,263

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 33,934 10,263

期中平均株式数（千株） 17,153 17,152

  希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

― ―

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

前連結会計年度末日に比べて著しい変動は認められません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月11日

株式会社医学生物学研究所

取締役会　御中

監査法人朝見会計事務所

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　惠美　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 足立　仁史　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社医学生物学

研究所の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社医学生物学研究所及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月11日

株式会社医学生物学研究所

取締役会　御中

名古屋監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　惠美　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 足立　仁史　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社医学生物学

研究所の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社医学生物学研究所及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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